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１ はじめに 

 

 ノロウイルス感染症では，嘔吐と下痢が主要な症状で

ある．ノロウイルスによる胃腸炎の集団発生事例では，

嘔吐によって感染拡大する事例が多発しており，手を

介した糞口感染の他に，嘔吐も暴露要因として重要で

ある．現在行われている感染拡大防止対策では，嘔吐

物の処理や消毒方法に視点が置かれ，嘔吐後の患者

のケアや患者に存在する感染リスクに対する検討はあ

まり行われていない． 
 そこで胃腸炎の集団発生事例の疫学的解析を行うと

ともに，嘔吐後の患者の口腔内に存在するウイルス量を

調べて，嘔吐後の患者に存在する感染リスクを評価す

ることを目的として検査を実施した． 

 

２ 材料と方法 

 

2.1 材 料 

 2008 年１月に，新潟県内で発生した６件のノロウイ

ルスによる胃腸炎の集団発生事例で，患者 12 名から採

取した嘔吐後のうがい液を検体とした．また，うがい液を

採取した患者のうち，６名からは便も採取した．胃腸炎

の集団発生事例の病原体の確認は，当所における患

者集団の検便からのノロウイルスの検出か，もしくは，発

生施設での独自検査結果によった． 
注射用生理食塩液 20ml を 100ml の滅菌カップに入

れ，これを使用して嘔吐後の患者に口をすすぐようにう

がいをしてもらい，そのまま滅菌カップに吐き出してもら

うことで，うがい液を採取した．採取したうがい液は，冷

蔵又は冷凍保存して回収した． 
2.2 方 法 

 カップに回収したうがい液11mlを9,000rpm20分遠心

後，上清 10ml にポリエチレングリコール 0.8ｇ，NaCl 
0.14g（生理食塩の濃度を考慮し，最終濃度を約 1.6 %
とした．）を添加し，溶解後，４℃で一晩静置した．

10,000rpm 30 分遠心後，上清を除去し，管壁を１回洗

浄した後，沈渣に 100μl の超純水を加え溶解した．こ

れを抽出用サンプルとして，High Pure Viral Nucleic 
Acid Kit(Roche)を使用して RNA/DNA を抽出した． 

 逆 転 写 反 応 は ， プ ラ イ マ ー に pd(N)6 Random 
Hexamer (GE ヘル ス ケ ア ） を 使 用 し ， MMLV-RT
（Invitorogen)を用いて実施し，Kageyama ら 1）のリアルタ

イム PCR 法で GⅡノロウイルスを定量した． 
患者便からのノロウイルスの検出は，平成 15 年 11 月

５日付け食安監発第 1105001 号厚生労働省医薬食品

局食品安全部監視安全課長通知「ノロウイルスの検

出法」を参考とした．リン酸緩衝生理食塩水に約 10%
の濃度で糞便を溶解した後，9,000rpm 20 分遠心した

上清を抽出用検体とした．ExtragenⅡ（TOSOH）により

RNA/DNAを抽出し，うがい液と同様に逆転写反応を行

い，ノロウイルス検出用プライマーに，GⅠは G1SKF/G
１SKR, GⅡは COG2F/G2SKR を使用して，PCR 反応

を行った．アガロースゲル電気泳動により，目的サイズ

のバンドを検出した． 
 

３ 結  果 

 

 うがい液 12 検体中３検体から GⅡノロウイルスが検出

された（表）．陽性となった３検体のうち，２検体は高齢

者から採取されたものであった． 

 患者 No.1 は 80 歳の養護老人ホーム入所者で，嘔吐

後 20 時間 50 分経過後にうがい液を採取した．この患者

は，嘔吐後は食事をとらず，点滴での栄養補給対応と

なっており，うがい液中に，食品残渣が浮遊していた．う

がい液 10ml 中から 4.７×105 コピーのウイルスが検出さ

れ，患者便からも GⅡノロウイルスが検出された． 

 患者 No.4 は，50 歳の幼稚園の保育補助員で，嘔吐

後６時間経過後にうがい液を採取した．うがい液 10ml
から 2.2×105 コピーの GⅡノロウイルスが検出された． 

 患者 No.6 は，76 歳の老人保健施設の入所者で，嘔
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吐の３時間後にうがい液を採取した．うがい液 10ml 中

に 1.1×104 コピーの GⅡノロウイルスが検出された． 

 この他，嘔吐後に２時間から 27 時間経過した３名の

保育園児及び成人６名のうがい液を検査したが，糞便

からノロウイルスが検出された患者であっても，うがい液

からは検出されなかった． 
 

４ 考 察 

 

 一般的にノロウイルス感染症では，患者の嘔吐物中

にノロウイルスが多量に存在することが確認されている
2)．そして，集団の中でノロウイルス感染による嘔吐が発

生すると，周囲にいた人が一斉に発症する事例が多

い ． ま た ， エ ア ロ ゾ ル が 感 染 源 と な る ， airborne 
infection の事例も報告されており 2),3)，嘔吐によるエアロ

ゾルの発生は，接触感染とともに，ノロウイルスの感染

伝播に重要な役割を果たしていると考えられる． 

 そこで，ノロウイルスによる感染症で，嘔吐後の患者

の口腔内にどの程度の量のウイルスが残存するのか，

また，残存時間はどの程度かを把握するため，嘔吐後

の患者の口腔内ノロウイルス量を定量した． 

 嘔吐後の患者のうがい液 12 検体中 3 検体から GⅡノ

ロウイルスが検出された． 20ml の生理食塩水で実施し

た，うがい液 10ml あたりのノロウイルス量は，104 コピー

から 105 コピー程度であった．嘔吐後の経過時間は，３

時間が最短で，20 時間 50 分後のうがい液からも検出さ

れた． 

 嘔吐物にはノロウイルスが高濃度に含まれるため，口

腔内にもノロウイルスが残存することが想定されるが，嘔

吐後のうがいや歯磨きの有無，唾液の分泌量，食事の

摂取等によって，口腔内のノロウイルス量は相当変動す

るものと考えられる． 

 陽性となった３人のうち２人の患者は，高齢者であっ

た．高齢者は唾液の分泌量が少ないと言われており 4)

かつ，寝たきりで，経管栄養の場合の口腔ケアが不十

分な場合があることから，口腔内の汚染が継続するもの

と考えられる．また，うがい液中に食物残渣があったこと

から，嘔吐後のうがいが不十分であったり，繰り返す嘔

気のため，胃内容の口腔への逆流があった可能性も考

えられる．高齢者福祉施設におけるノロウイルスによる

胃腸炎の集団発生では，終息するまでの期間が長引く

場合があり，口腔から飛散する飛沫が原因である可能

性も考えられる． 

 嘔吐後の経過時間とうがい液からのノロウイルス検出

状況に相関は見られなかった．個人差や抽出法が不適

切であった可能性があるが，唾液の多い子供や口腔ケ

アができる成人であれば速やかに検出限界以下となる

ものと考えられる．  

 嘔吐後の患者の口腔内にノロウイルスが残存すること

が確認されたことから，患者が使用した食器の取り扱い

の注意や，患者及び患者に接する人は，感染予防のた

め，マスクの着用が必要と考えられる． 

 

５ まとめ 

 

 嘔吐後の患者の口腔内に，ノロウイルスが残存するこ

とが確認された． 

 嘔吐後の患者の口に触れた物，特に，コップなどの

食器や歯ブラシ等が汚染されることから，食器の洗浄消

毒が必要である． 
 嘔吐後患者の口腔から飛散する飛沫もノロウイルス

感染症の感染源と考えられ，飛沫による人から人への

感染があることが推測され，感染予防対策としてマスク

が必要と考えられる． 

 

 本研究の一部は，平成 19 年厚生労働科学研究費補

助金 食品の安心・安全確保推進研究事業の「食品中

のウイルスの制御に関する研究」（主任研究者武田

直和）として行われた． 
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